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去
る
日
月
出
目
か
ら
5
日
間
、
水

戸
市
三
ノ
丸
小
学
校
で
、
茨
城
県
児

童
生
徒
科
学
研
究
作
品
展
が
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
の
作
品
展
に
、
大
賞
小
5
年
2

組
有
志
(
平
山
佳
名
さ
ん
他
却
名
)

に
よ
る
理
科
研
究
(
飯
塚
美
紀
先
生

指
導
)
「
大
洗
町
付
近
で
観
察
さ
れ
る

カ
ニ
に
つ
い
て
」
が
、
水
戸
地
区
代

表
と
し
て
出
品
さ
れ
、
小
学
校
の
部

で
見
事
県
知
事
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
作
品
展
の
応
募
総
数
は
、
実
に

2
万
8
千
点
。
た
い
へ
ん
な
難
関
を
突

破
し
て
の
受
賞
で
し
た
。

こ
の
研
究
は
、
「
大
洗
町
田
周
辺
の
海

や
湖
沼
、
川
に
棲
む
カ
ニ
の
生
態
分
布

と
近
年
の
開
発
に
伴
っ
て
、
そ
れ
が
ど

う
変
わ
っ
て
き
た
か
。
」
が
主
な
内
容

に
な
っ
て
お
り
、
カ
ニ
の
生
活
を
通
し

て
自
然
環
境
保
護
や
地
域
開
発
の
在
り

方
な
ど
も
考
え
さ
せ
ら
れ
、
社
会
科
学

の
一
一
郎
も
合
わ
せ
持
っ
た
も
の
で
す
。

研
究
期
間
は
、
今
年

4
Rか
ら
9
月

で
、
子
供
た
ち
は
夏
休
み
も
返
上
。
毎

日
カ
ニ
に
餌
を
与
、
え
た
り
、
住
宅
地
問

を
抱
え
て
一
軒
一
軒
き
き
取
り
調
査
に

歩
い
た
り
と
一
地
道
な
活
動
を
続
け
て
通
い
を
あ
き
ら
め
た
子
、
夕
食
の
お
弁

き
ま
し
た
。
そ
の
努
力
の
思
い
が
け
な
当
を
届
け
続
け
た
お
母
さ
ん
、
な
ど

い
結
果
に
、
一
一
向
ピ
ッ
ク
リ
。
の
話
も
聞
い
て
い
る
。
子
供
た
ち
も
、

今
回
の
受
背

2
5乞
意
識
念
、
川
端
j

;
家
出
明
や
先
生
方
を
営
め
た
周
囲
の
盤
、

谷
一
体
校
長
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
力
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
笠
宮
な
か
ユ

ま
し
た
。
「
朝
礼
で
み
ん
な
を
集
め
、
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
一

司
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ら
金
メ
ダ
ル
だ
ね
』

2
次
的
に
派
生
し
た
も
の
で
す
が
、
す

と
誉
め
て
あ
げ
ま
し
た
。
知
事
賞
の
自
ば
ら
し
い
体
験
学
習
に
な
り
ま
し
た
。
」

信
も
大
き
い
が
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
ど
う
や
ら
子
供
た
ち
は
知
事
賞
の

は
、
こ
の
研
究
を
通
じ
て
科
学
的
に
物
他
に
、
も
っ
と
大
切
な
も
の
も
手
に

事
を
考
え
る
手
法
(
調
査
、
検
証
、
解
入
れ
た
よ
う
で
す
。

明
の
手
順
を
踏
む
)
を
体
得
し
た
こ
と
な
お
、
こ
の
研
究
は
、
全
国
作
品

が
、
何
に
も
増
し
て
得
が
た
い
成
果
だ
展
に
出
品
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
一

っ
た
と
忠
、
三
、
こ
の
研
究
の
た
め
に
塾
}
ま
す
。

険
お
い
、
デ
ツ
カ
イ
の
が
い
た
ぞ
(
溜
沼
付
近
で

ふ

vサ
イ
ン
?
そ
れ
と
も
力
一
一
の
ハ
サ
ミ
?

品
喝
晴
れ
の
舞
台
で
発
表
(
け
/

i
水
戸
市
の
と
き

わ
+
壮
で
)

大
ひ

織と
むと

|霧答

空関
結気

文に

神

社

記

惑
の
番
諜

日
月
の
日
曜
日
や
文
化
の
臼
、
大
に
大
忙
し
の
毎
日
で
し
た
。

洗
磯
前
神
社
は
、
七
五
三
の
親
子
連
「
菊
づ
く
り
菊
田
凡
る
と
き
は
陰
の
人
」

れ
で
華
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

羽
織
袴
の
男
の
子
、
口
紅
と
晴
れ

着
で
お
す
ま
し
の
女
の
子
。
神
殿
の

参
拝
が
終
わ
る
と
、
早
速
記
念
写
真

の
撮
影
で
す
。
に
わ
か
カ
メ
ラ
マ
ン

の
お
父
さ
ん
が
汗
だ
く
で
ポ

l
ズ
を

つ
け
ま
す
。

こ
の
撮
影
の
ほ
と
ん
ど
が
、
境
内

に
ズ
ラ
リ
と
並
ん
だ
懸
崖
や
大
輪
の

菊
が
パ
ッ
ク
で
し
た
。

こ
の
菊
は
、
大
洗
町
菊
愛
好
会

(
海
老
沢
好
一
会
長
担
名
)
の
皆
さ

ん
が
丹
精
を
込
め
て
育
て
た
も
の
で
、

山
月
出

g
か
ら
日
月
幻
自
ま
で
展
示

し
て
い
ま
し
た
。
会
員
の
話
で
は
、

今
年
は
臼
照
不
足
で
、
施
肥
を
吸
い

あ
げ
て
く
れ
な
か
っ
た
り
、
開
花
が

早
ま
っ
た
り
と
、
大
変
苦
労
し
た
そ

う
で
す
。
そ
し
て
展
示
が
始
ま
る
と

今
度
は
雨
ナ
シ
。
会
員
は
、
水
や
り

深
ま
り
ゆ
く
秋
。
落
葉
を
踏
ん
だ

時
の
乾
い
た
音
に
物
の
哀
れ
を
感

じ
、
頭
の
奥
で
す
っ
か
り
眠
っ
て
い

た
伺
か
が
、
柄
に
も
な
く
「
美
術
館

で
も
行
っ
て
み
つ
か
」
と
の
気
持
を

起
こ
さ
せ
ま
す
。

憧
例
の
第
H
国
大
洗
町
芸
術
文
化

祭
は
、
そ
ん
な
方
が
水
戸
ま
で
出
か

け
な
く
て
も
満
足
す
る
ほ
ど
充
実
し

て
い
ま
し
た
。

日
月
9
臼
の
俳
句
会
を
皮
切
り

に
、
詩
歌
、
写
真
、
音
楽
、
絵
画
、

生
花
、
舞
踊
、
吟
詠
、
民
謡
と
多
種

多
様
。
「
ホ
ン
ト
に
小
学
生
が
」
と

疑
い
た
く
な
る
よ
う
な
書
道
。
笠
間

で
翼
っ
た
か
の
焼
き
物
。
「
デ
パ
ー

ト
に
す
ぐ
並
べ
た
ら
」
と
言
い
た
く

な
る
婦
人
版
。
精
根
込
め
た
作
品
が

と
こ
ろ
狭
し
と
展
示
さ
れ
、
入
場
者

は
、
た
だ
た
だ
感
心
す
る
ば
か
り
。

出
品
者
各
位
の
日
頃
の
研
績
に
敬

ヲ

服
す
る
次
第
で
す
。

地
域
活
性
化
に
、
文
化
の
向
上
は
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。
ど
う
で
し
ょ
う

皆
さ
ん
ノ
感
心
ば
か
り
し
て
い
な
い
で

来
年
に
向
け
て
、
例
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

ワ
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一般会計をはじめ 7つの特別会計を合む去る 9月26日から 9月初日までの3日間、第3関大洗町定例議会が開催され、

昭和62年度の決算が原案どおり認定されました。

諸 収入 2口7，748千円 (4.2%)

使用料及び手数料 159，914千円 (3.2%)

繰 越金 134，416千円 (2.7%)

分担金及び負担金 68，009千円(1.4%)

娯楽施設利用手見交付金 43，282千円 (0.9%)

地 方議与税 38，537千円 (0.8%)

自動車取得税交付金 29，623千問 (0.6%)

害予 約 金 12，882千円 (0.3%)

交通安全対策特別交付金 5，347千円 (0.1%)

繰 入金 4，190千円 (0.1%)

〔歳

一職金書?の決算状況
溜 工 費 69，032千円(1.4%)

出)議会費山O HPl(2.1%) 
〔歳

釘税

2，242，239千円
(45.2%) 

土木費
1，653，373千円

(34.5%) 

(単位:千円， %) 

決 算 事真 翌年度へ
実質

dヱkミ 計 名 最終予算額 歳 入(刈 歳 出 (8) 差ヲi 繰越すべ
収支額

金 害責 収入率 金 害責 執行率 (必一(8) き財 j原

国民健康保険特別会計 1，462，435 1，479，973 101.2 1，358，272 92.9 121，701 121，701 

収益的 ((収入))345，341 349，945 101.3 297，740 86.2 52，205 52，205 
支出 345，341 

水道事業会計
((収入)) 17，447 ム57，9841資本的
支出 118，285 43，798 251.0 101，782 86.0 ム57，984

地方卸売市場冷凍 収 益 的 ((収入)) 58，734 59，063 100.6 46，899 87.8 12，164 12，164 支出 53，401 
冷蔵事業会計

資本的 5，333 5，233 98.1 ム5，233 ム5，233

老人保健特別会計 974，805 954，393 97.9 974;800 100.0 ム20，407 ム2上O充，407 
(繰 用金)

桜道土地底闘整理事業特別会計 487，414 435，209 89.3 433，349 88.9 1，860 1，860 
サイクリングターミナル特別会計 17，280 16，292 94.3 16，242 94.0 50 50 
~ 平 委 員 ~ 6，337 6，316 99.7 5，747 90.7 569 569 

特融会蓄すの決算状調

J 

改修なった街中体育館

本
建
設
事
業
〈
一
離
金
一
一
一
一
則
〉

O
原
子
力
広
報
安
全
等
対
策
事
業

七
四
四
千
円

O
永
町
地
一
弘
集
会
所
建
設
事
業
:
・
二
九
、
六

O
O千
円

鉄
凪
隠
造
平
家
建
一
九
九
・
五
五
U

O
地
域
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業

ハ
O
O千
円

密
漁
監
視
船

O
松
川
漁
港
建
設
事
業
・
:
:
・
:
:
三
五
、
八

O
O千
円

護
岸
・
防
波
堤
・
物
揚
場
工
事

O
町
道
援
備
事
業
:
-
j
i
-
-
:
・
一
八
三
一
、
六
九
二
千
円

舗
装
及
ぴ
排
水
整
備
工
事

O
大
洗
港
建
設
事
業
負
担
金
:
:
:
九
回
、
六
一
一
千
円

。
都
市
計
画
街
即
時
事
業
:
:
:
:
:
五
九
、
一
一
一
六
一
千
円

s日
繰
越
明
許
:
:
:
:
・
二
九
、
六
六
一
千
円
含

S
臼
繰
越
明
許
・
:
:
:
:
一
一
一
六
、
八

O
O千
円
除

O
第
二
都
市
下
水
路
獲
備
事
業
:
一
七
、

0
0
0千
円

。
桜
道
土
地
匹
蘭
繋
理
事
業
:
ム
一
一
二
五
、
四
六
一
二
千
円

S
臼
繰
越
明
許
:
:
:
二

O
六、

0
0
0千
円
含

S
臼
繰
越
明
許
:
:
・
:
:
一
一
一
六
、
八

O
O千
円
除

O
総
合
運
動
公
濁
建
設
事
業
・
:
七
一
七
、
七
九
四
千
円

S
日
繰
越
明
許
:
・
:
:
:
五
O
、
五
一
一
千
円
含

S
臼
繰
越
明
許
-
-
j
i
-
-
:
三
、
四
O
O千
円
除

O
南
中
学
校
屋
内
運
動
場
改
修
工
事

-
:
五
一
、

O
二
二
千
円

O
前
原
・
角
一
地
区
排
水
路
繋
備
事
業一二、

0
0
0千
円

(
こ
の
事
業
は
、
簡
易
保
険
・
郵
便
年
金
積
立
金

融
資
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
)

改修なった松川漁港

後

藤

亀

泉

選

一
允
を
前
の
爽
や
か
過
ぎ
し
父
の
一
冨

父
逝
く
や
九
月
な
か
ば
の
朝
虹
に

永
町
小
野
瀬
悦
功

(
評
)
と
も
に
父
君
の
臨
終
に
立
合

い
、
そ
の
最
後
を
し
か
と
見
届
け
た

句
で
あ
る
。
父
も
子
も
す
で
に
別
れ

を
覚
情
し
て
の
一
言
で
あ
っ
た
ろ
う
。

「
爽
や
か
過
ぎ
し
L

と
受
け
止
め
た

心
は
授
の
爽
や
か
さ
で
は
な
い
。
過

ぎ
し
に
作
者
の
働
突
が
あ
る
。
二
勾

g
。
父
の
死
を
見
届
け
た
自
を
窓
外

に
移
せ
ば
ゆ
く
り
な
く
も
西
空
の
彼

方
に
美
し
い
朝
虹
。
そ
の
七
色
の
懸

橋
を
渡
っ
て
父
の
御
霊
が
昇
天
す
る

か
の
よ
う
で
あ
る
。
虚
子
の
句
に

「
子
規
逝
く
や
十
八
日
の
月
明
に
」

が
あ
る
。

は

ぎ
稲
架
を
組
む
と
こ
ろ
の
稲
を
ま
づ
刈

り
て

と
も
に
古
稀
越
え
た
る
妻
と
秋
の
旅

髭
釜
稲
間
宮
田
穂

〔
評
)
一
'
匂
目
。
刈
っ
た
稲
を
乾
燥

す
る
為
丸
太
や
竹
を
使
っ
て
稲
架
を

組
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
手
順
と
し
て
先

ず
そ
の
場
所
を
刈
り
拡
げ
た
の
で
あ

る
。
二
句
臼
。
「
人
生
七
十
古
来
稀

な
り
」
か
ら
七
十
歳
を
古
稀
。
長
寿

国
日
本
の
現
状
は
こ
の
匂
の
通
り
古

稀
尚
夫
婦
旅
を
楽
し
む
嬰
操
き
で
あ

る
。
季
題
を
「
秋
の
」
と
し
た
処
に

味
が
あ
る
。

風
間
口
吹
も
句
の
大
根
な
れ
ば
こ
そ

ど
の
家
も
柿
た
わ
わ
な
る
里
白
和

夏

海

大

賞

千

代

子

〔
評
〕
一
旬
目
。
冬
は
鍋
物
の
季
節
。

中
で
も
風
呂
吹
は
最
も
手
軽
で
美
味

で
あ
る
。
し
か
も
匂
の
大
根
と
も
な

れ
ば
又
格
別
。
一
読
大
い
に
食
欲
を

そ
そ
ら
れ
る
匂
で
あ
る
。

お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
女
藷
を
掘
る

十
三
夜
静
か
な
波
の
輝
き
に

明

神

町

田

中

勝

校

(
評
〕
お
喋
り
を
楽
し
み
な
が
ら
甘

藷
を
掘
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
も

畑
の
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
に
包
ま
れ
る
よ

う
な
暖
い
句
柄
で
あ
る
。
男
の
作
な

ら
少
し
皮
肉
と
も
取
れ
る
が
、
女
性

の
勾
放
に
素
直
に
心
に
泌
み
る
。
二

勾
日
ゴ
今
年
の
十
五
夜
の
大
雨
と
は

様
変
り
に
晴
天
に
恵
ま
れ
た
後
の
月

夜
で
あ
る
。
渚
の
波
も
静
か
に
打
ち

返
し
て
輝
き
渡
っ
て
い
る
。

満
天
の
よ
ぎ
る
も
の
な
き
後
の
月

鐘
の
音
の
伝
は
り
紅
葉
散
り
急
ぐ

東

光

ム

ロ

泉

き

よ

〔
評
〕
一
匂
目
。
こ
れ
も
今
年
の
十

三
夜
ι

仰
ぎ
見
る
月
の
ほ
か
に
は
横

切
っ
て
ゆ
く
一
片
の
雲
影
も
な
い
夜

空
で
あ
る
。
す
っ
き
り
と
し
た
作
。

二
句

g。
党
鐘
の
響
に
誘
わ
れ
て
か

タ
紅
葉
が
散
っ
て
い
る
。
ま
だ
色
づ

き
始
め
た
詐
り
と
い
う
の
に
何
故
に

数
り
急
ぐ
の
で
あ
ろ
う
。
惜
し
い
こ

と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
紅
葉
は
秋
。

紅
葉
散
る
は
冬
。

鐘
し
き
り
振
り
て
秋
力
魚
を
売
っ
て

を
りざ

よ
い

十
六
夜
の
月
の
明
る
き
前
の
海

角

一

前

原

青

嵐

〔
評
〕
一
句

g
。
さ
ん
ま
を
売
っ
て

い
る
。
澄
ん
だ
大
気
を
震
わ
し
て
懸

命
に
振
り
鉦
を
鳴
ら
し
続
け
て
お
る
。

秋
の
一
点
景
で
あ
る
。

御
快
癒
を
祈
る
記
帳
や
秋
の
雨

明

神

町

白

回

一

郎

〔
評
〕
た
だ
な
ら
ぬ
陛
下
の
御
病
状

が
続
く
。
田
氏
の
心
痛
も
亦
た
だ
な

ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。
秋
雨
の
降
り
し

き
る
中
御
快
癒
を
析
る
記
帳
の
列
に

加
わ
る
。

明
け
て
ゆ
く
海
よ
り
冬
の
霧
に
わ
か

髭

釜

川

崎

京

子

今
声
を
か
け
ゆ
き
し
人
一
轄
の
中

桜

道

真

田

静

子

そ
れ
ぞ
れ
の
句
あ
り
我
か
家
の
文
化
祭

明
神
町
小
松
崎
藤
吉

煮
凝
や
妻
老
い
我
も
老
い
に
け
り

髭

釜

川

上

弘

ど

う

だ

人

燃
え
つ
き
る
か
に
満
天
星
の
冬
紅
葉

新

町

加

藤

宗

一
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「
や
っ
て
み
ね
げ
れ
面
白
き
は
わ
が

ん
メ
エ
ヨ
」
。
毎
朝
、
ゲ
ー
ト
ボ
!
ル

の
練
習
に
通
う
お
年
寄
り
か
ら
返
っ
て

く
る
言
葉
で
す
。

大
洗
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
(
古
川
清

司
会
長
日
名
)
で
は
、
そ
う
し
た
日
頃

の
練
習
成
果
を
披
露
し
て
も
ら
お
、
っ
と
、

高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
の
共
催
で
、

第
1
回
開
ク
ラ
ブ
杯
争
奪
高
年
者
ゲ
ー

ト
ボ

i
ル
大
会
を
日
月
日
臼
(
火
)
に
開

催
し
ま
し
た
。

会
場
は
、
海
浜
公
園
の
中
央
広
場
に

6
面
の
コ

l
ト
を
特
設
し
た
も
の
で
、

前
日
か
ら
体
協
の
ゲ

i
ト
ボ

i
ル
部
の

皆
さ
ん
が
、
国
凸
を
な
く
す
作
業
や
コ

ー
ト
の
医
画
な
ど
の
準
備
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。

陽
は
射
す
も
の
の
、
時
折
冷
た
い
風

が
吹
く
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
、
「
風
邪

な
ど
ひ
か
ね
ば
」
と
い
う
事
務
局
の
心

1
1人
命
救
勤
者
に
表
彰
状

i
i

お
ぽ
れ
て
い
る
人
を
救
助
す
る
に
は
、

大
変
な
決
意
が
必
要
で
す
。
夢
中
で
し

が
み
つ
か
れ
、
ヘ
タ
を
す
る
と
水
泳
熟

達
者
で
き
え
か
心
中
。
さ
せ
ら
れ
る
危

険
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
勇
気
あ
る
行
動

で
表
彰
を
受
け
た
、

3
名
の
方
を
紹
介

し
ま
す
。

醐
翻
釣
船
転
覆
事
故
で
2
名
救
出

日
月
7
日
、
那
珂
川
河
口
で
2
名
の

犠
牲
者
を
出
し
た
釣
船
転
覆
事
故
は
、

ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と
思
い
ま
す
。

(3)第204号

こ
の
時
、
近
く
で
漁
を
し
て
い
た
小

潟
洋
一
さ
ん

(
1丁
目
5
区
)
は
、
か
す

か
に
助
け
を
求
め
る
声
を
聞
き
つ
け
、

漂
流
し
て
い
た
2
名
を
発
見
-
船
に
引

き
上
げ
て
救
助
す
る
と
と
も
に
、
漁
協

に
無
線
連
絡
し
、
救
急
車
の
手
配
や
残

る
2
名
の
捜
索
に
と
、
冷
静
沈
着
な
対

応
を
し
た
も
の
で
す
。

小
認
さ
ん
に
は
、
日
月
8
B
に
那
珂

湊
海
上
保
安
部
長
か
ら
、
さ
ら
に
M
日

に
は
水
戸
警
察
署
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表

彰
状
が
婚
ら
れ
ま
し
た
。

園
堤
防
落
下
の
中
学
生
2
名
を
救
助

昨
年
9
月
日
臼
に
大
洗
港
南
防
波
堤

(
本
堤
と
呼
ぶ
人
が
多
い
)
で
、
自
転

車
に
乗
っ
て
い
た
2
名
の
中
学
1
年
生

が
大
波
に
さ
ら
わ
れ
、
海
中
に
投
げ
出

さ
れ
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
港
内
で
作
業
を
し
て
い
た

上
山
猛
さ
ん
(
明
神
町
8
匿
の

2
)
と

小
野
瀬
茂
さ
ん
(
明
神
町
2
匹
)
は
、

目
撃
者
の
通
報
で
近
づ
く
救
急
車
の
サ

イ
レ
ン
で
事
故
を
知
り
、
急
い
で
現
場

に
走
っ
た
と
こ
ろ
、
今
に
も
海
中
に
没

配
は
、
参
加
者
の
熱
気
で
吹
っ
飛
び
ま

し
た
。わ

ず
か
に
ゲ

i
ト
を
外
し
た
時
の
残

念
無
念
の
顔
、
し
て
や
っ
た
り
の
得
意

満
面
の
表
情
と
応
援
席
の
歓
声
。
ま
さ

に
か
熱
中
。
と
し
か
一
言
い
よ
う
が
あ
り
大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ
!
の
オ
ー
プ
ン
は

ま
せ
ん
。
常
澄
村
か
ら
の
チ
l
ム
も
合
叩
月
四
日
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
わ
ず
か

わ
せ
、

M
チ
l
ム
同
名
が
競
い
ま
し
た
幻
自
後
の
日
月
8
日
刊
時
品
分
、
早
く

が
、
優
勝
は
永
寿
会
が
記
念
す
べ
き
第
も
5
万
人
目
の
入
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

1
囲
優
勝
を
獲
得
し
、
準
優
勝
は
千
寿
開
館
前
に
県
観
光
物
産
課
が
予
想
し

会
、
第
3
位
は
寿
会
の
顕
で
し
た
。
た
入
場
者
は
、
悦
年
3
月
迄
の
約
4
ヶ

ま
た
円
「
お
年
寄
り
に
負
け
る
は
ず
月
半
で
9
万
人
。
一
臼
蜘
人
の
見
込
が

が
な
い
」
と
、
勇
ん
で
参
加
し
た
役
場
伺
と
約
2
千
酬
人
。
嬉
し
い
誤
算
と
い

厚
生
課
チ
i
ム
は
、
ほ
と
ん
ど
勝
負
に
え
ま
し
ょ
う
。

な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
幸
運
な
5
万
人
目
の
入
場
者
は
、
子

き

ま

す

。

葉

県

酒

々

井

町

の

、

石

井

由

夫

さ

ん

と

な
お
、
前
記
3
チ
!
ム
の
ほ
か
、
上
富
美
子
さ
ん
ご
夫
妻
。
「
テ
レ
ビ
で
こ

位
5
チ
!
ム
が
ロ
月
4
a
(
臼
)
に
水
戸

市
の
見
川
運
動
公
園
で
行
な
わ
れ
る
第

2
田
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
参
加
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
健
闘
を
祈
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

し
そ
う
な
2
名
を
発
見
ー
も
は
や
一
刻

の
猶
予
も
で
き
な
い
と
判
判
断
し
て
海
中

に
飛
び
こ
み
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
き
か
か

え
て
助
け
あ
げ
た
も
の
で
す
。

お
ニ
人
は
、
日
月
8
B
に
東
京
の
笹

川
記
念
会
館
で
、
常
陸
宮
殿
下
妃
殿
下

の
ご
臨
席
の
も
と
、
日
本
顕
彰
会
の
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。
間
会
か
ら
の
水
難

救
助
表
彰
は
、
上
山
さ
ん
と
小
野
瀬
さ

ん
が
県
内
で
初
め
て
で
す
。

マ
リ

5 

運
行
前
点
検
競
技
金
で
第

2
位

「
乗
る
前
に
チ
ヨ
ッ
ト
点
検
し
て
い

れ
ば
妨
げ
た
の
に
」
交
通
事
故
の
原
田

を
調
べ
る
と
、
こ
ん
な
ケ
!
ス
が
以
外

に
多
い
も
の
で
す
。

水
戸
地
底
安
全
運
転
管
理
者
協
議
会

が
主
催
し
た
、
第
山
田
運
行
前
点
検

競
技
会
が
日
月
刊
日
日
に
県
中
央
自
動

車
教
習
所
で
開
催
さ
れ
、
役
場
か
ら
は

女
子
の
部
に
白
山
裕
子
さ
ん
が
出
場
し

ま
し
た
。
総
務
課
に
所
属
す
る
田
山
さ

ん
は
、
活
発
な
性
格
(
学
生
時
代
は
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
)
に
加
、
ぇ
、
毎
日
大

洋
村
か
ら
の
マ
イ
カ
ー
通
勤
と
、
ま
さ

に
う
っ
て
つ
け
。

競
技
前
に
は
「
若
い
子
に
は
か
な
わ

な
い
わ
よ
」
と
謙
遜
(
?
)
し
て
い
ま

し
た
が
、
法
令
テ
ス
ト
と
笑
技
に
持
前

の
フ
ァ
イ
ト
で
挑
戦
。
わ
ず
か
の
差
で

1
位
を
逃
し
た
も
の
の
、
初
出
場
な
が

ら
堂
々
第
2
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

な
お
、
男
子
の
部
に
は
日
本
核
燃
料

開
発
(
株
)
の
川
上
由
民
二
さ
ん
(
第
3

位
)
と
、
動
燃
大
洗
の
黒
氏
栄
章
さ
ん

も
出
場
し
て
健
闘
し
て
く
れ
ま
し
た
。

と
か
く
年
末
は
慌
た
だ
し
く
、
ウ
ツ

カ
リ
事
故
が
多
い
も
の
。
ド
ラ
イ
バ
ー 万

人

調良

突

の
タ
ワ
ー
が
で
き
た
こ
と
を
知
り
、
来

て
み
た
。
何
事
か
と
ピ
ッ
ク
り
し
た
が

嬉
し
い
。
子
供
を
連
れ
て
こ
な
か
っ
た

の
が
残
念
」
と
語
り
、
白
山
館
長
か
ら

記
念
品
、
ミ
ス
ポ

i
ト
の
菊
池
さ
ん
か

ら
は
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

白
山
館
長
談
「
予
想
以
上
の
順
調
な

滑
り
出
し
で
驚
い
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
数
字
に
甘
え
る
こ
と
な
く
今
後
の

課
題
で
あ
る
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
展

示
内
容
の
充
実
に
向
け
、
職
員
一
同
努

力
し
た
い
。
」

こ
の
た
び
、
大
洗
港
第
3
埠
頭
の
西
ド
部
(
市
名
)
の
歓
迎
演
奏
で
始
ま
り
、

側
岸
壌
の
一
部
が
完
成
し
、
供
用
開
始
竹
内
町
長
、
池
永
県
三
浜
港
湾
事
務
所

に
伴
う
第
一
船
の
入
港
を
記
念
し
て
、
官
民
の
挨
拶
に
次
い
で
、
佐
藤
船
長
に
花

去
る
日
月
1
日
に
、
大
洗
港
振
興
協
会
東
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

(
会
長
竹
内
宏
大
洗
町
長
)
主
催
に
よ
第
3
埠
頭
西
側
岸
壁
は
、
過
5
の
第

る
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
な
わ
れ
ま
し

8
回
全
国
海
づ
く
り
大
会
の
際
に
放
流

た

。

用

の

お

力

ロ

ム

ロ

船

が

繋

留

さ

れ

た

場

所

第
一
船
は
釧
路
港
か
ら
種
子
芋
削
ト
で
、
港
湾
計
画
で
は
一
般
貨
物
、
フ
ェ

ン
を
積
ん
で
入
港
し
た
真
正
丸
(
佐
藤
リ
!
の
臨
時
蕩
岸
用
と
し
て
位
置
づ
け

克
昭
船
長
・
出
ト
ン
)
で
、
歓
迎
式
は
ら
れ
て
お
り
、
今
回
竣
工
の
部
分
は
水

午
後
1
時
、
磯
浜
小
学
校
プ
ラ
ス
パ
ン
・
深
ハ
円
7
・
5
m
-
延
長
印

m
(
全
体
計

画

mm)
で
、
残
り
の
部
分
も
昭
和
田

年
度
完
成
を
呂
指
し
て
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

の
皆
さ
ん
、
お
金
の
か
か
ら
な
い
事
故

防
止
策
「
運
転
前
の
点
検
L

を
、
ぜ
ひ

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

日
月
日
目
(
臼
)
大
洗
町
柔
道
連
盟
主

催
の
近
郊
柔
道
大
会
が
、
遠
く
内
原
や

友
部
、
羽
鳥
な
ど
か
ら
も
参
加
者
を
迎

、
ぇ
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
一
中
格
技
場
は
、
柔
道
着
が

歩
い
て
い
る
よ
、
?
な
幼
稚
園
児
童
か
ら
、

見
上
げ
る
よ
う
な
体
躯
の
中
学
三
年
生

ま
で
、
加
入
の
柔
道
少
年
(
少
女
)
で
、

熱
気
ム
ン
ム
ン
。

竹
内
町
長
の
激
励
の
一
言
葉
の
あ
と
、

早
速
試
合
に
入
り
、
個
人
・
団
体
戦
の

熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

目
立
っ
た
の
は
女
子
の
活
躍
。
大
柄

な
女
の
子
と
対
戦
し
た
男
の
子
は
、
振

り
囲
さ
れ
て
カ
ワ
イ
ソ
ウ
な
よ
、
7
0

子
供
た
ち
は
負
け
て
も
ア
ッ
ケ
ラ
カ

ン
で
す
が
、
必
死
の
応
援
(
時
と
し
て

パ
声
も
あ
り
)
は
、
付
添
い
の
父
兄
。

一
番
熱
く
な
っ
て
い
た
の
は
、
こ
こ

で
も
親
の
よ
、
つ
で
し
た
。

{
部
門
ご
と
の
優
勝
者
}

O
幼
・
小
学
一
年
生
の
部

佐
久
開
会
経
(
勝
武
館
)

O
小
学
二
年
生
の
部

山
田
歩
(
大
洗
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
)

O
小
学
三
一
年
生
の
部

藤
本
和
将
(
勝
武
館
)

O
小
学
四
年
生
の
部

大
里
幸
三
(
大
洗
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
)

O
小
学
五
年
生
の
部

高
梨
由
香
(
大
洗
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
)

O
小
学
六
年
生
の
部

桜
井
英
明
(
大
洗
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
)

O
中
学
一
年
生
の
部

米
川
悟
(
勝
武
館
)

O
中
学
二
年
生
の
部

上
回
裕
一
(
明
光
中
)

O
中
学
三
年
生
の
部

問
山
幸
司
(
大
洗
南
中
)

9
月
訪
日
か
ら
の
毎
日
曜
日

(
3
5

間
γ
、
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場
に

日
チ
i
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
を
展
開
し

た
秋
季
町
民
野
球
大
会
は
、
日
年
に
春

秋
連
続
優
勝
経
験
を
持
つ
笑
カ
チ
i
ム、

「
フ
ィ
リ
l
ズ
」
が

1
年
ぶ
り
に
優
勝

旗
を
奪
還
し
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
l
ズ
は
、

少
な
い
チ
ャ
ン
ス
を
確
実
に
点
に
結
び

つ
け
、
堅
回
な
守
備
で
守
り
抜
く
、
言

わ
ば
「
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
」
タ
イ
プ
。

毎
試
合
押
さ
れ
っ
ぱ
な
し
で
、
-
回

戦
な
ど
は
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
で
辛
勝
。
試
合

巧
呑
ぶ
り
を
発
揮
し
て
の
勝
利
で
し
た
。

ま
た
、
悶
チ
i
ム
か
ら
は
、

M
V
P

(
小
野
瀬
章
さ
ん
)
打
撃
賞
(
小
沼
信

介
さ
ん
)
も
選
ば
れ
ま
し
た
。
さ
ぞ
祝

勝
会
は
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

俊

勝

準
優
勝

第
3
位

レ 常 泊フ
フ。 F湯山イ
1) 産 自リ
カ 業 工 i

ズ
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( 1歳 4ヶ月)

名

般
診
査
(
一
次
)
で
異
状
の
あ
っ
た
者

ー
時
吋
∞
分

2
時
∞
分

9
時
吋
江
川
分

日
山
待
問
分

l
時
∞
分

2
昨
吋
∞
分

9
時
日
山
分

日
時
吋
初
分

1
待
日
分

2
時
お
分

1
昨
吋
お
分

2
時
吋
日
分

1
時
日
分

2
時
日
分

母

談

母
性
及
ぴ
乳
幼
児

(
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

生
後

μ
ヵ
月
i
M叩
ヵ
月
未
満
の
者

子

格

B

C

G

接

稜

生
後
3
ヵ
月
i
m制
ヵ
月
未
満
の
者

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
が
陰
性
の
者

t .... 

「
機
能
囲
謹
訓
練
」

も

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
i
午
前
日
時
)

o
u月
9
日
樹

o
u月
日
白
川
w

o
ロ
月
間
山
日
掛

O
四
月
初
日
開

。
ロ
月
お
臼
樹

あおお昭和63年12月 1日

す
べ
て
の
児
童
は
、
両
親
の
優
し
い

愛
情
の
も
と
で
健
や
か
に
育
て
ら
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
不
幸
に
し
て
父

親
と
生
活
を
と
も
に
で
き
な
い
児
棄
の

生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
は
、
児
支
が

心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
で
す
。
児
童
扶
養
手
当

は
、
こ
の
よ
う
な
呂
的
を
も
っ
て
設
け

ら
れ
て
い
る
制
度
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し

は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
手
当
の
対
象
と
な
る
児
支
は
次
に
掲

げ
る
事
項
(
支
給
要
件
と
い
い
ま
す
)

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
日
歳
未
満
の

児
玄
(
身
体
又
は
精
神
に
障
害
の
あ
る

場
合
は
初
歳
未
満
の
児
童
)
で
す
。

ω
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
家

ω
父
が
死
亡
し
た
児
童

ω
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
玄

凶
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

同
父
が
一
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る
児
童

附
父
が
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
i
午
後
3
時
)

。
ロ
月
6
臼
同
専
門
療
法
士
来
所

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
者
で
機
能
罰
復
訓
練

を
必
婆
と
す
る
者
。

児
童

的
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児

葉
(
父
が
認
知
し
た
児
支
は
徐
き
ま

す
。
)

附
棄
児
な
ど
で
、
母
が
児
童
を
懐
胎

し
た
当
時
の
事
情
が
不
明
で
あ
る
児

童
。
支
給
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

ω
児
童
が
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
き
。

ω
児
童
一
が
遺
族
補
償
等
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
、
又
は
こ
れ
ら
の

給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
受
給

資
格
者
に
養
育
さ
れ
て
い
る
場
合
で
、

こ
の
給
付
の
事
由
が
発
生
し
た
日
か

ら
6
年
を
経
過
し
て
い
な
い
と
き
。

ω
児
童
が
父
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年

金
の
加
算
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と

臨
時
間
列
車
運
転
の

事

知

5
せ

。
九
一
戸
一

台一一……一之

大
洗
麗
島
線
に
臨
時
列
車
『
元

朝
詣
り
号
』
と
『
初
日
の
出
号
』

が
遂
行
さ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

〈
箆
島
神
宮
一

π朝
詣
り
〉

長
C

。

凶
児
童
が
児
童
福
祉
法
上
の

田
+
一
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
と

託、。

同
児
童
が
父
と
生
計
を
向
じ

く
し
て
い
る
と
き
。

附
児
童
が
父
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
る
と
き
。

的
児
家
が
母
の
配
偶
者
に
養

育
さ
れ
て
い
る
と
き
。

附
児
棄
が
児
叢
祷
祉
施
設
に

入
所
し
て
い
る
な
ど
受
給
資

格
者
が
養
育
し
て
い
る
と
認

め
ら
れ
な
い
と
き
。

手
当
の
額
(
昭
和
白
年
4
月

以
降
の
金
額
で
す
。
)

対
象
児
童
の
数
に
応
じ
て
、

右
の
と
お
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
受
給
者
の
所
得
に
よ

り
手
当
額
一
部
が
停
止
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

O

一
人
の
と
き

月
額
3
万
4
千
円
。

o
ニ
人
の
と
き

3
万
9
千
円
。

〈
〉
ゆ
き
臼
月
訂
臼

大
洗
駅
幻
持
詑
分
発
鹿
島
神

宮
行
(
定
期
列
車
)

。
か
え
り

1
月
1
日

鹿
島
神
宮
1
時
発
水
戸
行

大
洗
発
1
時
弘
分

(
臨
時
列
車
)

〈
大
洗
の
初
日
の
出
V

O
ゆ

き

1
月
1
日

水
戸
駅
5
時
お
分
発
大
洗
行

大
洗
着
5
特
別
分

(
臨
時
列
車
)

。
か
え
り

日
分
j

m
分
お
き

(
定
期
列
車
)

鹿
島
臨
海
鉄
道
株
式
会
社

O
三
人
以
上
の
と
き
は
、
一
一
一

人
以
上
の
児
童
一
人
に
つ

き、

2
千
円
を
加
算
し
た

額。

〈
受
付
窓
口
〉

手
当
の
請
求
は
役
場
厚
生
課

民
生
係
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

大洗町における交通事故の発生状況 (63.9月現在)

、~司、、、 -......._____ 
本 主手 前年同期 増減数|

発生件数 7 ( 91) 10 (58) ム3(+33) 

死 者 数 o ( 5) o ( 1) o (十4)

負傷者数 10 (124) 19 (84) ム9(十40)

)内は 1月からの累計です。※( 

人口と世害事
(11月1日現在)

出生29人

死亡 7人

転入54入

転出56人

人口 21，332入(+20) 

男 10，517人(+10) 

女 10，815人(+10) 

世帯数 6，175戸(+9) 

の
ヱ
苛
鰯
よ
開

一
、
金
山
万
円
也

第

4
聞
大
洗
町
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
親
善

ゴ
ル
フ
大
会
よ
り

一
、
マ
ル
セ
ン
式
車
イ
ス
一
台

マ
ル
セ
ン
式
軽
量
葱
イ
ス
一
台
阪

(

却

万

円

相

当

)

一

大
洗
ロ

l
タ
リ

i
ク

ラ

ブ

叫

会

長

吉

川

清

司

殿

町

S.63.11.16現在

開催日 開始時間 催 毒事 名 繍儀場所 催 尊王 内 廿世『叫

2 日働
14: 00 

梅 沢 富 美 男 特 別 公 演 ホール 側アイエス主催による梅沢富美男特別公演18: 00 

4 日(臼) 9 : 00 第 4閲茨城県小学校管楽器

" 
茨城県小学管校楽管楽務教育研究会主催によ

フ コ二 ス ア イ ノ"レ る小学校 器フェスティパノレ

8 日休) 10: 00 茨 城 祭 経 済 連 会 議 大会議室 茨城県経済連主催による会議

11 日(臼)
10 : 00 

てず ン ガ 峡 函 1スL ホール ミント企重君主催によるマンガ娩爾上映会13 : 30 

13 臼(刈 13: 30 所得税青色申告決算書作成説明会 大会議室 算大書洗作町予成言「説色明申告会会主催による青色申告決

18 B (日) 14: 00 第14沼大 j先高校定期演奏会 ホール 大洗高校吹奏楽部主催による定期演奏会

22 日嗣 9 : 00 運転免許更新時講習会 大会議室 水許戸更地新区時講父通習安会全協会主催による運転免

25 日(日) 10: 00 茨城県農業研究クラブ大会 " 
大県農会業研究クフフ連絡協議会主催による

-12 r~ 

)内は前月比* ( 

lllT名 金額

司周 1 20，500円
司周 2 23，000円
明 3のよ 15，500円
明 3の下 12，000円
明 4 12，500円
明 5 24，500円
R月 6 20，400円
明 7 18，000円
明 8の1 9，000円
明 8の2 10，000円
明 8の3 10，000円
明 9 18，500円
明 10 13，000円
明 11の1 37，500円
明 11の2 32，000円
東 光 台 51，000円
1の1上 20，500円
lの1下 19，000円
1 17) 2 20，000円
1σ) 3 14，000円
1 グ) 5 9，000円
汐見ヶ丘 13，000円
2 17) 1 28，000円
2 17) 2 20，700丹
2 17) 3 31，500円
2 グ) 4 12，000円
{中 2 15，500円
f中 3 19，000円

町名 金額

角ー 4 9，000円
角ー 5 28，100円
角一 6 14，500円
前 住 1 16，000円
前{主 2 19，500円
前{主 3 16，000円
原研住宅 19，700円
東北大寮 6，000円
神 山 10，000円
}I¥ 口 6，500円
荒 :e: 27，600円
1兵 欠 7，000円
古 宿 32，500円

上 宿 18，500円
中 宿 17，000円
下 宿 15，600円
矢 場 13，500円
子 拓 5，000円

松 報 11，500円
松第一 9，000円
松 中 8，000円
松 共 6，500円
松 第二 8，500河
大谷川 7，000円
成 回 7，500円

田I 名 金額

寺 9 11 ，000円
ミ手 10 14，000円
ミ子 11 19，500円
寺 12 8，500丹
舟 1 11，500円
舟 2の1 13，500円
舟 2の2 8，000円
舟 2の3 10，000円
7社 3 19，000円
舟 4 12，000円
蔵 1 18，300円
蔵 2 14，500円
蔵 3 8，400P1 
蔵 4 12，600円
上 1 11 ，500円
上 2 11，000円

上 3 15，000丹
中 1 15，000円
中 2 15，000円
ヰヒ 1 19，500円
i七 2 21，000円
南 1 9，500円
高 2 112，000円
南 3 12，300円
角ーの 1 14，500内
角ーの 2 33，000円
角一3の115，000円
角一3の2 14，500円

町名 金額

7]( 1617) 1 30，000円
永 16の2 29，000円
永 16の3 32，000円
刀t 17 22，000円
JIBkb 会 1 20，300円
主主 2 20，700円
i比日じ 3 17，400円
霊目 4 12，800円
室主 5 18，500同
主主 6 18，000円
髭 7 16，500円
霊主 8 15，000円
重言 9 16，500円
重言10の1 31，500円
童三10の2 30，200円
髭 10の3 15，500円
苦言11のl 34，000丹
髭 11の2 28，500円
主色 12 20，500円
主主 13 10，500円
寺 1 16，900円
寺 2 11 ，500円
寺 3 13，500円
寺 4 9，000円
寺 5 13，000円
寺 6 13，000円
ミ手 7 10，500円
寺 8 9，500円

今
年
も
「
赤
十
字
社
費
増
強
運
動
」

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

毎
年
町
内
会
長
さ
ん
を
通
じ
て
町
民

の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
十
二
月
一
日
現
在
で
は
、

社
費
二
百
七
十
七
万
一
千
二
十
八
円
が

集
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
、
え
に
町

民
の
み
な
さ
ん
と
、
町
内
会
長
さ
ん
各

位
の
深
い
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
、
心

か
ら
成
藷
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
社
費
は
、
災
害
救
護
・
身

体
障
害
者
の
援
助
・
青
少
年
の
健
全
育

成
な
ど
、
数
多
く
の
赤
十
字
事
業
に
使

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

社
費
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
町
内

は
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
未
整
理
の
町
内
が
若
干
あ
り
ま

す
が
現
在
も
運
動
期
間
中
で
す
の
で
、

重
ね
て
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

中関報告(12月日現在)

昭和63年度震I 名 金額

新 5の1 17，500円
新 5の2 12，000円
幸庁 5の3 18，500円
事庁 6 19，000円
新 7の1 11 ，000円
新?の 2 9，500円
新?の 3 17，000円
新 8 15，000円
新 9 141，500円
新 10 13，000円
来丹 11 12，500向
事好 12 10，000円
氷 1 12，000円
氷 2 14，800円
方く 3 11，000円
方t 4 9，500円
氷 5 24，000円
方t 6 16，500円
氷 7 19，000円
刀t 8 11，900円
方t 9 17，500円
力く 10 33，500円
方t 11 16，000円
方t 12 17，000円
氷 13 47，000円
水 14 27，000円
永 15のl 30，000円
永 15の2 17，000円

※主な催しのみです。詳しくは文化センター愈66-2411へお間合わせ下さい。

菌I 名 金 額

{中 4 8，000円

金 1 16，500問
ノ王立¥ 2 12，500円

金 3 18，000円
/王fL 4 19，000円
金 5 19，000円
祝 1 39，000円
千宛 2の1 17，500円
宇児 2の2 23，000円
守兄 3 14，500円
キ兄 4 27，328河
祝 5 1 22，500円
子兄 6 5，500円
キ兄 7 8，500円
ネ兄 8 9，500円
松ケ丘 l 23，500円
松ケ丘 2 23，000円

通 1 9，000円

通 2 15，000円
通 3 10，000円
来好 1の1 11，500円
新 1の2 5，000円
新 2の1 9，000円
新 2の2 5，000円
新 3の1 11，500円
新 3の2 16，500円

新 4 8，500円
新 5 17，500円




